
2006年 出土の木簡
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１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
市
中
央
区
城
内

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二

一
次
調
査
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
四
月
～
二
〇
〇

四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
大
庭
康
時

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
後
半
～

一
一
世
紀
前
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

鴻
臆
館
跡
は
、
古
代
国
家
が
筑
紫

。
難
波

・
京
の
三
カ
所
に
設
け
た
対
外
公

館
で
あ
る
鴻
臆
館
の
う
ち
、
筑

紫
鴻
臆
館
の
遺
跡
で
あ
る
。
七

世
紀
後
半
の

「筑
紫
館
」
を
初

見
と
し
、　
一
一
世
紀
中
頃

の

「大
宋
国
商
客
宿
坊
」
ま
で
、

迎
賓
館
か
ら
貿
易
拠
点
へ
と
性

酌

格
を
変
え
つ
つ
も
古
代
国
家
の

福

対
外
窓
口
と
し
て
機
能
し
続
け

く

た
。　
一
九
人
七
年
の
国
史
跡
福

岡
城
跡
現
状
変
更
に
伴
う
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
て
以
来
、
福
岡
市
教
育
委
員

会
に
よ
っ
て
計
画
的
な
確
認
調
査
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
、
鴻
腫
館
の
客
館
部
分
は
、
自
然
の
谷
を
挟
ん
だ

北
と
南
の
丘
陵
上
に
並
列
的
に
営
ま
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
北
館
の
塀
区
画
南
東
隅
の
外
側
に
掘
ら
れ
た
人
世
紀
中

頃
の
便
所
遺
構
Ｓ
Ｋ

一
一
二
四
か
ら
、
木
簡

一
点
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｋ

一
一
二

四
の
下
層
は
排
泄
物
の
堆
積
層
で
、
多
量
の
壽
本
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
お
り
、

木
簡
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
他
に
も
付
札
や
そ
の
断
片
が
出
土
し
て
い

る
が
、
文
字
を
伴
う
も
の
は
な
か
っ
た
。

鴻
鱚
館
跡
で
は
、
第
五

・
六
次
調
査
に
お
い
て
、
南
館
の
便
所
遺
構
Ｓ
Ｋ
五

七
か
ら
も
、
本
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
三
二
号
）。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

Ｘ
μこ

溢

ｏ解

板
目
材
の
横
材
の
木
簡
の
断
片
で
、
少
な
く
と
も
二
行
の
文
字
が
書
か
れ
て

い
る
。　
一
行
日
の
部
首
は
竹
冠
、
二
行
日
は
な
べ
ぶ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
文
字

を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

福
岡
市
教
育
委
員
会

『鴻
臆
館
跡

一
六
』
（福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
八

七
五
、
二
〇
〇
六
年
）

（大
庭
康
時
）



切
り
込
み
は
ど
ち
ら
か
ら
？

⑭
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
大
橋
育
順
さ
ん
と
、
面
白
い
議
論

を
し
た
。

荷
札
木
簡
な
ど
の
切
り
込
み
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
加
工
の
順
呑
が
わ

か
る
こ
と
が
あ
る
。
刃
の
痕
跡
の
深
さ
に
差
が
あ
る
場
合
、
深
い
方
が
最

初
に
入
っ
た
刃
で
あ
る
。
刃
物
に
は
厚
み
が
あ
る
。
後
か
ら
入
れ
た
方
は
、

刃
の
厚
み
に
よ
っ
て
木
が
外
に
押
し
出
さ
れ
る
か
ら
、
最
初
の
刃
の
深
さ

に
至
る
前
に
木
が
は
ず
れ
て
し
ま
う

（左
図
参
昭
Ｃ
。

こ
こ
ま
で
は
意
見
が

一
致
し
た
。
大
橋
さ
ん
は
さ
ら
に
、
木
簡
の
端
部

に
近
い
方
か
ら
ま
ず
刃
を
入
れ
る
は
ず
だ
、
と
い
う
。
観
察
結
果
も
そ
う

だ
し
、
理
論
的
に
も
そ
う
し
な
い
と
切
り
込
み
が
う
ま
く
で
き
な
い
。

だ
が
、
逆
だ
と
考
え
ら
れ
る
例
も
平
城
京
木
簡
に
あ
る

全
昼
二
十
四
九

三
こ
。
ま
た
、
が
た
つ
い
た
刃
の
痕
跡
が
残
る
場
合
な
ど
、
刃
を
入
れ

直
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
さ
ら
に
個
別
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

た
が
が
切
り
込
み
さ
れ
ど
切
り
込
み
。
ま
だ
ま
だ
謎
が
多
い
。

（馬
場
　
基
）

刃の厚みにより
力が発生する。
木の圧縮により
吸収された残り
の力が、木を押
し出す。




